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§１ はじめに 

前報では震災後、被災者の復興が大きな課題となるこ

とを示した。加えて、近年も地震が多発している日本の

状況を考えると、個人の防災力を高める必要がある。阪

神・淡路大震災後、学習指導要領に防災教育が位置づけ

られ、学校での防災教育が本格化したが、学齢前の防災

教育はどうなっているのだろうか。本報では地方自治体

の防災への姿勢を調べるとともに、幼稚園での防災教育

の実態を調査し、現場ニーズに基づいた教材を試作する。 
§２ 都道府県の防災に関する姿勢 

行政の防災教育の姿勢を探るため、都道府県別に学校

における防災に関する取り組みを調べた。 
2.1 防災教育の位置づけ 

まず、防災課が作成する地域防災計画を調査すると、

地震防災に関する予防計画「防災思想・知識の普及」等

の項目で、防災教育が言及されていた。しかし、内容の

ほとんどが学校教育にとどまり、幼児期の防災教育に言

及しているものは 47 件中 11 件であった。さらに、その
11 件の内容も幼稚園等に対する指導の詳細は認められず、
早期防災教育の関心の低さが明らかである。 
次に、教育委員会による防災の指針を調べると、学校

防災の方針を明確にしている自治体は 9 都道府県（11 指
針）で、「防災教育」「防災管理」「防災に関する組織活

動」を示していた。その内容は防災の管理面が中心であ

る上、幼児期の防災教育の詳細を示すものは 9 件中 3 件
で、全国的には幼児向けの防災教育が進んでいなかった。 
幼児期の防災教育の詳細が示されている指針 3 件１～３）

の内容によると、静岡県と和歌山県の指針では、発達段

階に応じた生涯の教育活動を通じ、防災対応能力を向上

させるために、従来の避難訓練中心の防災教育ではなく、

各教科や特別活動等の教育全体での取り組みを強調して

いる。愛媛県の指針では、安全に生きる資質の育成や安

全な環境整備を目的に、「安全教育（安全学習と学習指

導）」「安全管理」「組織活動」を示し、防災に関しては、

安全学習の一つに「災害安全」を位置づけ、幼稚園では

体験的理解や保護者との連携が効果的であるとしている。 
2.2 発達段階に応じた防災教育 
教育委員会が作成する指針１，２）より、幼児期～青年期

の発達段階に応じた防災教育の流れを分析し、内閣府が

推進する小学校～高等学校の防災教育事例４）と比較した

上で、幼稚園の防災教育内容を位置づけた。 
学校では、各教科･行事･訓練等から災害のメカニズム

等を理解し、適切な行動を身につけることが求められて

おり、さらに自分の身の安全のほか、地域の安全につい

ても学習する。一方、幼稚園では児童期の前段階として、

災害に関心をもつこと、自らの安全のために大人の指示

に従うことが求められている。また、幼稚園は活動時間

の多くが遊びであるため、身近な事象から健康で安全な

行動や命の尊さを体験的に学ぶことが重要だとわかった。 
§３ 実態調査にみる幼稚園防災教育の現状と要望 

幼稚園における防災教育の現状と防災教育に対する要

望を把握するため、2005 年 8 月～10 月、東京都文京区と
豊島区の私立幼稚園、計 6 園の園長にヒアリング調査を
行った。その概要と結果を表 1に示す。 

表１ ヒアリング調査の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.1 防災教育の姿勢と現状 
防災教育は集団での避難を目的とした訓練が中心で、

平均避難訓練は 7.3 回/年であった。地震・火事・不審者
を想定して行われ、迅速に落ち着いた行動を目標にして

いた。また、煙ハウスの体験や防災館の見学を訓練に加

えるなど、体験的な教育を重視していた。さらに、非常

時の対応マニュアルの作成や、教員の防災研修、保護者

への説明会を行うなど、非常時の危機意識の高さが明ら

かとなった。このように、現場では行事や体験的な活動
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を重視するほか、幼稚園側の防災管理に対する意識が高

いことがわかった。 
3.2 防災教材に対する要望 

調査では、教育者側の教材への要望を把握するため、

既存の防災絵本５，６）を各幼稚園の園長にみてもらった。

その結果、「興味を引くよさはあるが、教材は間接的な学

習となり、体験学習が中心である幼稚園では難しい面も

ある」との意見を得た。また、幼児教育者の立場からは、

絵本教材の場合、幼児の心に響くような物語絵本から防

災を学ばせたいと考えていることがわかった。 
次に、子ども側の要望も同様に理解すべく、園児を対

象に防災絵本５）の読み聞かせを行った。園児からは、防

災訓練に関する発言や、理解している絵に対しての発言

があり、過去の体験学習を思い出して絵本の内容を理解

している様子がわかった。 
以上の結果より、間接的学習となる教材は、幼児の心

に響く要素を含む物語で、訓練などの体験学習の内容を

知識として整理し学習できる内容のものが求められてい

る。また、幼稚園では毎日、絵本の読み聞かせを行うた

め、平時からの導入のしやすさを考慮して、絵本をツー

ルとした教材を制作することにした。 
§４ 防災絵本の作成と評価 

教材は、日常の地震の経験や訓練での体験学習から、

地震の理解がみられる年長を対象とする。また、ヒアリ

ング調査から考察された「真剣に学ぶもの」「心情を大切

にした物語から学ぶもの」とするため、災害時の行動に

ついて心情から学びとる物語絵本とする。 
まず、子どもの心に残るものとすべく、絵本の下調べ

を行った。幼児の名作絵本等を参考に絵本の特徴や工夫

点を分析し、構成や内容を検討すると、感情の起伏や内

容の反復・対比が欠かせないことがわかった。また、ハ

ラハラする展開の後に安堵感を加える構成が多くみられ、

絵本の構成上、重要な展開であることがわかった。 
次に、実態調査と２－２項で示す幼稚園で指導すべき

防災教育内容を考慮し、防災項目を検討した結果、災害

に関心をもたせることを目的に、基本事項である「地震

の存在と危険性」「地震時の身の守り方」を主眼とする構

成にした。さらに、実態調査では幼児の防災意識が高い

傾向にあったことから、身の守り方の応用的な内容とし

て｢地震への備え｣を加え、備えの重要性を表現する。ま

た、「過大な恐怖感を与えてはならない」「絵本ではわか

りやすい絵と文が非常に重要である」という園長の意見

を参考に、地震の場面を外側から観察する女の子を主人

公に、図１のような①～④の４場面構成の物語を考えた。 
物語は、ウサギとサルの家に起きた地震を、観察する

女の子を通して、地震の危険性と備えの大切さを認識す

る内容とした。母親と防災の備えを確認する場面により、

地震の恐怖感だけでなく安心感も含め､感情の起伏で子ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 絵本の構成 
もの心に響くよう工夫する。そして地震発生時の良い対

応の例と悪い対応の例を対比させたり、地震の様子を反

復させたりして地震時の対応を印象付けることにした。

また、主人公が穴を覗いて地震の様子を観察するという

行為を盛り込み、子どもをひきつける要素を加える。ヒ

アリングでは一目で内容を理解できる絵が重要であると

指摘されたため、図２のようにページの右側には主人公

が穴を覗く様子を示し、その左側には穴の中で起きてい

る場面を表現して工夫することとした。 
上記のような、さまざまな工夫を盛り込むことにより、

名作絵本の調査や幼稚園の実態調査から抽出された防災

教材に対する要望に対応することができた。 
 
 
 
 
 
 

図２ 見開きでの穴の様子の表現 

§５ おわりに 

近年の地震により防災への注目が増し、幼稚園では防

災管理を一層強化していることがわかった。訓練は、幼

児はもちろん教員など幼稚園側にとっても大切な行事と

して機能していた。ヒヤリングによる幼稚園の実態調査

から、幼児の体験学習を整理する教材として絵本を教育

ツールに選び、現場ニーズをふまえた絵本を試作した。 
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